
13 野 車地組合せ放牧による低Mg血 症の予防について

1  背 景 と特徴

放牧肉用牛の低Wfg血症の原因の ,つに、牧革ミネラル含量のアンパランスが挙げられるが、

.放客地ての牧草ミネ7ノィ″ドラ/ネ改善は容易ではなぃ。       .
' またこれは秋季rC年間発症夕」の18%を占めているので、これを予防する目的で野草地組合
・
せ放牧を実施したところ、有効であったので参考lFC供する。

2 1技 術内容 ・
:   ・  F   ・          ・

1 1)発 生予防効果を最も期待できる野草地組合せ放牧時期は9月上旬から9月下旬である。

2)牧 草地のみに放牧した牛群の鯛榔確値は放牧初期に低下した以後 8月下旬なで漸増し、

9月上旬から低下tンはじめ9月下旬に最低に達 した。

3)本 症発生牧野の牧年のミネラル含最は【が高く、Caか よびMgが 低い。これに比ベー

.  般 軒亨々
よび甲琴
はKがい ヽヽ Caぉ キ

びMgが 高く本症にとって好ましム状態である。

3  普 及上 の留意点        ・
       ・

・!1)発 生時期の異なる地成では発生時期にあった組合せする工多配慮する。

・2) 3月 下旬から放欣する野車丸利用期間中に牧草
!を
十分蓄績しておく。

3)野 車地の牧泰力は年間 20～ 40 CD/haを メドとする。

4  試 験 成績の概要

1)試 験課題名 低 マグネシウム血症の発生残境と予防

2)試 験年次および場所 S51岩 手郡玉山村外山 岩 手畜試外山分場

3)試 験方法       ,
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4)試 験結果

7月から9月上旬まで野草地に放牧した群はいづれも野草地放牧により血清Mg値 は上

昇したが再び牧革地に放牧すると低下し、 9月 下旬には牧草地のみに放牧した群と同レベ

ルまで低下し、野車地放牧の効果はみられなかった。しかし9月下旬まで野車地に放牧した

群はその後牧草地に放牧しても低下はみられなかった。
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5)主 撃成果の具体的デ
ータ

表-1 牧 草、野草、樹葉の成分 (乾物")

蒔苅|___ど__J__,と___と_…」里__ Mg K/後 十敗ズ初先)

0.24

0,27

0.30

±0.02

± 0。02

±0.03

±0 . 1 4

±0 。1 6

±0 。1 3

±0 . 1 5

±0 。1 6

3.20 ±0.55

2.04 ±0,38

3.25 ±0。53

0.84 ±0.28

0,72 ±0。44

0,37 ± 0.24

liをと般を

野草lf暑|;ti士十塔:|;|;:圭‖f:|:培;ユ遜:十一
馬石1 2 , 4 5±0 . 5 7 1 1 1 3 0士b . 4 5 1 1 . 4 3土: 0 , 6 2

1古石1嘉玉正蕊liあ玉:あ1 lL4玉0ゑ3
1 9 月十L 8 0 ±0 。2 8 1 1 . 0 3 ±0 . 5 6 1I  L 8 0 ±0 。2 8 1 1 . 0 3 ±0 . 5 6 _ 空

1 2.04 ±  1.00

来牧草はオーチヤー ドグラス

表-2

対 照  区

6)疲 された問題点         !

(1)野 草地組合せ牧区による予防法の検討

像)Mg剤 投与による早奉発生の予防法の検討
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